
























± SD （cm）が，0.7± 0.2，0.9± 0.1，1.3± 0.2，0.6
± 0.1であり，物質 Aとヒスタミンは生食との間に有
意差が認められた（それぞれ p<0.05と p<0.01，Non-
repeated-measure ANOVA with Bonferroni test）。肥満細
胞の脱顆粒率は，ビーグル犬 2頭で測定し，平均±
SD （％）が 1頭目では物質 Aが 55.9± 16，生食が
13.9± 2.8，2頭目では物質 Aが 45.6± 19.2，生食が
15.5± 14であった。
【考察】CADの皮膚における病態は，肥満細胞を介す
るⅠ型過敏反応とリンパ球，マクロファージを介する
IV型過敏反応および皮膚バリア機能の障害が考えら
れている。本試験法は，生体内の肥満細胞の脱顆粒能
に対する薬効および脱顆粒に伴う周囲皮膚組織に対す
る病態を評価することに利用できる可能性がある。引
き続き，物質 Aによる膨疹形成に対する抗ヒスタミ
ン剤の抑制効果について，検討する予定である。
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